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自閉症児を抱える母親のストレス構造

TheStructureoftheStressofMotherswithAutisticChild

丹羽郁夫

IHC呪０１Ｗ〃cＵ

Ｔｈｉｓｐａｐｅｒｄｅｓｃｒｉｂｅｓａｎａｔｔｅｍｐｔｔｏｅｘａｍｉｎｅｔｈｅｓｔｒｅｓｓ〔》ｆｍｏｔｈｅｒｓｗｉｔｈａｕｔｉｓｔｉｃｃｈｉｌｄ・

Ｔｈｅｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎｓｗｅｒｅｌｌｍｏｔｈｅｒｓｗｉｌｈ６ｔｏｌ６ｙｅａｒｓｏｌｄａＩ１ｔｉｓｔｉｃｃｈｉｌｄｒｅｎ・Datawere

obtainedbydepthinterviewwithmothers・Resultsindicatedthatstressesofmothers

withautisticchildwerediｖｉｄｅｄｉｎｔｏ８ｃｌasses・

The8classeswerefollowed：（１）Theinformationshowingchild'ｓhandicap．（２）Social

oppression．（３）Noknowledgeofatreatmentforautismandanabilityofgrowthof

autisticchild．（４）TheconsideratioI1thatautismwascausedbymother．（５）Burdenfor

thecareofautisticchild．（６）ＤｉｆＹｉｃｕｌｔｙｔｏｐｌａｙｔｈｅｒｏｌｅａｓｈｏｕsekeeper,wifeandmother

infamiIy．(7)Probremsil1edlIcationalOrganization．(8)Anxietyforthefutureofautistic
child．

で教育があり，ふつう，感情を表に出さず超然としてい

る」と記述されていたことである。前者によって自閉症

児にはすぐれた潜在的な能力があるとされ，対人関係に

おける自附性が改善されると．隠れている能力が開花ざ

ｵiると考えられた。後者は自閉症の原因は「親のかかわ

り方」であるとする考えを助長させてきた。この２つの

問題点によって自閉症は治療可能であり！かつ自閉症の

原因は親であるという，現在の自閉症研究の観点からは

否定されてきている考えが広まってきたのである。現在

では，自閉症の基本的な障害は言語および認知の障害で

あり自閉性は二次的なものと考えられるようになってお

り，自閉症の原因も脳機能障害説が有力となってきてい

る。

また'21閉症には独特の状態像がある。雛一に自閉症児

は認知の領域での歪象，言語・社会性の領域においての

遅滞がある。第二に物事への強いこだわりがある。また

自閉症児の｢'１には，多動と呼ばれるグループが存在し，

破壊的なIlU題行動を引き起こす。青年期になると，性的

な問題やパニックも現われる。

以上のような自閉症研究の混乱と自閉症の持つ理解し

子供が誕生し，その子供が「障害児」であると気づき，

あるいは診断されてから始まる苦しみは，その家族全体

に影響を及ぼすだろう。とりわけ子供の養育の大半を担

う母親が経験する芳しみは最も大きなものである(Com・

mings,ＳＴ.，Cfα/､11966)。このような障害児の母親が

どのような苦しさに痕面しているかを知ることは，ｌ昨

専門家が母親の適応及び成長を援助していく上で大切な

ことである。

今回の調査では，障害児の家族の中でも特に母親に焦

点を当て，障害児の中でも概念の混乱が見られた自閉症

児を取り上げる。そして自閉症児の母親が経験する苦し

象をストレスという概念で拾い上げていく。

１．自閉症

自閉症ば１９４３年にKanner,Ｌ、によって初めてＮｉ告

された。それは生後１年未満に極端な引きiMIもりを示し

た１１人の子供の特長の記述であったが，その記述には

２つの問題点が含まれていた。１つは自閉症の基本的な

障害は情緒接触障害（自閉性）と考えられていたことで

ある。もう１つは自閉症児の両親に関して「,110度に知的
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がたし､状態像は，自閉症児を持つ母親に様々な影響を母

親に与えるだろう。

２．先行研究の内容

障害児の親のストレス研究は，臨床経験をまとめたも

のから質問紙を用いた実証的なものへと移行してきてい

るが，その数ば多くない。障謀児の親のストレスをillll定

する質問紙の岐初のものは，Holroyd（1973,1974）の

QuestionaironResourceandStress（ＱＲＳ）である。

この種の質間紙を用いた研究は11本でもわずかながら行

なわれている。前述のＱＲＳを日本で施行し，批判的に

再柵成して内容構造を示した小椋，西＆稲浪（1980)。

独自の簡便な尺度を作成しその内容構造を示した研究に

は栃木(1980)，新美＆植村（1981）そして中塚（1984,

1985）がある。質問紙を用いないで，インタビューの'１１

で語られた障害児を持つ苦悩を主観的に分類したものＩ二

は渋谷（1980）がある。

中でも本研究と同じ学齢期の障害児を持つ母親を,凋査

対象にし，障害児の中に最も多く自閉症児(32.7％)を含

む大がかりな調査を行なっている新美＆植村（1084）

は，因子分析を用いて障害児を持つ母親のストレスを７

因子}111出している。それは次の通りである。①問題ij動

と|｣常生活（問題行動を中核として，障害児の存在が、

常生活に及ぼす影響から生ずるストレス)，②将来不安

(障害児の将来の間組を中核とする，家族の将来への不

安から生ずるストレス)，③人間関係(近隣・親戚との関

係ならびに障害児の兄弟との親子関係から生ずるストレ

ス)，④学校教育（陣t卿児の学校救育にかかわる問題か

ら生ずるストレス)，⑤夫婦関係(障害児についての夫と

の不調和から生ずるストレス),⑥社会資源(障害児にか

かわる社会資源の不備から生ずるストレス),⑦療育方針

(障害児の現状と，それにかかわる療育方針の迷いから

生ずるストレス)。

他の研究もほぼ同じような因子を取り上げているが，

他の研究では③人間関係から家族内と外とを分けて，家

族外を独立させて，社会からの差別等の圧迫（小椋，西

＆稲浪，1980；橋本，1980；中塚，1984,1985；渋谷，

1980）とし，｜ﾉ]を⑤夫婦関係とまとめて家族の問迦とし

ているもの（小椋，西＆稲浪，1980;橋本，1980）が多

い。他には経済的な問題（小椋，西＆稲浪，1980；橋

本，1980）と障害の原因が自分にあると考えるもの（渋

谷，1980）も取り上げられている。また小椋，西＆

稲浪（1980）は子供の|蝋害それｌＬｌ体の因子を柚Ⅱ北，渋

谷（1980）は母親の反応から同じものを取り上げてい

罠Ｐ

`iｐＯ

３．先行研究の問題点と本研究の指針

第一にⅢ先行研究にはストレスとストレス反応との区

別があいまいなものがある。例えば，「私はしょっちゅ

う悩んでいます」等のストレス反応からなる因子をスト

レス構造に加えているもの（小椋ら，1980）がある。こ

れらはストレスの源であるストレッサーが特定出来な

い。ストレス榊造を明らかにしていくにはストレッサー

の特定可能なストレスのみを取り上げなければならない

だろう。

第二に，先行研究には陣11;に気づくまでの過程に生ず

るストレスを取り上げたものがない。この時期の母親に

研究者がかかわることは難しいが，’''１顧的に当時のス

トレスを探ることは可能であり，重要であろう。なぜな

らこの時期から母親のストレスは始まるし，この時期

が極めてflfしい時期であることが予測されるからであ

る。

本研究においては，自閉症児を抱える母親が子供の障

害に気づき始める前後から現在までに－体どのようなス

トレスを経験するのかを調べる。これらストレスをスト

レッサーの相違から分類することを通して，自閉症児の

母親のストレスの背景要因を考察する。

〔調査方法〕

１．対象

千葉県下に住む小学生から高校生までの学齢期の男子

自閉症児の母親１１人を対象とする。対象者の抱える自

閉症児の状況は表１の通りである。

2．手続き

１９８７年１０月から１９８７年１１月の期間に，研究者が

障害児を持つ母親と１時間から２時間の非構成的な面接

を行ない，お母さんに了承を得てテープ・レコーダーに

録音した。面接においては「お子さんに障害があると気

づき始めてから今までにどんな苦しかったことや大変だ

ったことがありましたか」と質問して自由に話してもら

った。

分析方法は，第一に面接での活を一語一句記録したも

のを基本的なデータとした。第二に面接において母親が

語ってくれた話の中からストレスが存在していると考え

られる様冷な表現を選び出した。第三にその内容と話の

文脈からそのストレヅサーを推定しストレッサーの達

しからストレスを分類した。



自閉症児を抱える母親のストレス柵造

表ｌ調査対象者が抱える自閉症児の傾向

9１

害の穂猫

hＵ

〕月餌

､ム

可ＥＪ胃

DB

注．普学＝普通学級特学＝特殊学級Ii1i学＝情緒障害学級

精施＝精神薄弱児適所施設養学＝謹護学校

→＝普通に終了して学校を移ったことを示す。

－＝何らかの問題の為に辞めさせられて学校を移ったことを示すⅦ

－＝現在通学している学校を示す。

気づく場合：全ての:』11F例に報告された。気づかれたおか

しな点の中で陵も多かったのは「ことばが出ない（事例

O1,04,05,07,08,00,10,11)」である。また自閉症独

特の症状も「視線が合わない（事例０２)」「何も要求しな

い（事例０５)」「周ＦＩＩに興味を排たず１人で遊ぶ（事例

06)」「振り向かない（事例09)」「泣かないＮｉ例02.

05,07)」「没たきり（１１:例０２)」「ゴロゴロして無気力(事

例07)」「ちょろちょろ（事例09)」「ものすごい多動（事

例１１)」と気づかれている。単に「少し遅れている（事例

03)」と気づかれたのもあった。

（b）テレビ番組がきっかけとなる場合：テレビで障害

児の番組を見て，そこに出てくる子が自分の子供に似て

〔結果〕

自閉症児を持つ母親との面接で語られたストレスは表

２のようになった。それを分類すると表３のように８分

類された。以下に，自閉症児を持つ１１人の母親によっ

て語られたストレスが，どのように分かれて８分類され

たかをゑてみよう。

①子供の障害を示すI群&

子供に障害があることが明らかにされることによるス

トレスである。この情報はさまざまな形で{;j親に伝わ

り，この伝わり方の差異から７つに分けられた。

（a）幼い頃に子供におかしい点が現われ母親がそれに

性別 年齢 学年
学校の変遷

就学前 小学校 中学校 高校
障害の種類

男 ６歳 ']、１ 保育園
一桁施

緋学 自閉症

男

男

8歳

9歳

小２

小３

梢施→
幼稚園

精施

辨学
_特学

特学

１ｺ閉症（多動）

自閉症てんかん

男 9歳 小４ 行かせ
ない か学年特２ら

｜純に

自閉症（多動）

男 10歳 小５ 幼稚園 特学 自閉症

男 11歳 小５ 幼#|i圃
途'１１で
やめる

jjt学 自閉症（多勤）

男 11歳 小６ 幼椛園 普学 自閉症

男 12歳 中１ 幼碓園 普学に
籍十情
学通級

菩学 自閉症

男 12歳 中１ 精施 特学に
鱗十情
学述級

特学 ［1閉症（多動）

汀ｌ
ノフ 14歳 中２ 幼IWil刺

一Wi施
特学に
籍十情
学通級

特学 自閉症（多動）

男 16歳 高１ 幼;碓園
一Wi施

特学に
鰭＋情
学通級

特学 養学 [|閉症（多助）
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表２面接より得られた自閉症児の１１人の母親のスト
レス をなくそうとしてガンガンやる。こだわり。子供

を放任してきたことで更に悪くした。学校に行こ
うとしなかった時，強引に叱り付けて教えたから
行けるようになったのか，放っておいても出来る
ようになったのか分からない，今思うと間違って
いたのかと思ったりする。両親に治療機関等に連
れていくように勧められる。将来は死ぬまでそば
に，いてやりたいと思う，日立は無理。

０
５

わ
は
な
障
相
態
設
屋
こ
が

□
FJI易

の遅れ｣。保育、

学校教育の中で通常のコースを進めない。専門家
から「スキンシップ不足」と言われる。周囲に興
味を持たず１人で遊ぶ。テレビで障害児の番組を
やっているのを見て，そこに出てくる二fが自分の
子供に似ているので変だと気づいた。健診で「遅
れ」と診断。幼稚園でなかなか落ち着かない。ス
キンンップをすれば，幼稚園に行けば，養護学校
で子供の気持ちを汲めば，子供は治ると思ったが
駄目・小学校は養護学校。多動で目が離せない。
外に１１１る。何度も警察のお世話になった。私がト
イレにも入れない。人に迷惑をかける。幼稚園に
行くのを嫌がりはじめた。卒業後行くところがな
かったらどうしようと思う。

珊
例
０
６

小学校の普通級に入ったものの，かまってもらえ
ず特殊学級に移った。外に出るのが恥ずかしい。
専門家から「スキンシヅプ不足が原因」と言われ
た。私が産んだんだからこうなった。祝iililが合わ
ない。泣かない。寝たきり。仙診で「自閉傾向｣・
スキンンップ出来れば他の子と同じになると思っ
たけど駄１１だった。小学校普通級に行けば，いろ
いろ経験できて良いと思ったが駄１１だった。多動
で１１が離せない。じっとしていられなく学校の中
を動き回る。人の大勢居るところに行くと，７岡を
あげる。普通級の先生がかまってくれない，声か
けをしてくれない。将来は姉と下の子で助け合っ

てこの子の面倒を見てくればと思う。

事
例
０
２

Ⅱ
人の顔を見るのが嫌。ことばが出ない。泣
い。ゴロゴロして無気力。児童相談所を紹介

たｃ登校拒否寸前まで行く。「幼稚園にそろ
わ」と近所の人に言われたが，集団は無理と

力､な

され

そる

恩っ

事
例
０
７

ていた・運動会は迷惑をかけるからパスしたい。
１１１任と歯１１が合わない，「きちんとしろ」と子
ピンタ。幼稚園の先生にもう一回年中をやる

少し遅れている。健診で「遅れ｣。児童111談所で「
知恩遅れ｣。就圃相談で精神薄弱児通所施設｡就学
相談で特殊学級。外に出る。通学の付き添い。衣
服の蒜脱・排ｉｌの介助と添い寝。てんかん発作。
小学校で他の子供に乱暴。家でのuiL曇。物を投げ

る，つれる，人に唾液を吐く。近所に物を投げ込

む。夜尿。夜，テレビが付いてないと寝ない。多

動で目が離せない。じっとしていられなく学校の

中を動き回る。

供Iこ

よう

に言われる。障害児を持ったことのない先生が担事
例
０
３

|[・これからの中学進学で普通級にするかどうか

で迷っている。

専門家から「親が原因」と言われる。ことばが出

ない。テレビで障害児の番組をやっているのを見

て，そこに出てくる子が自分の子供に似ているの

で変だと気づいた。健診で「自閖傾向」と診

いろいろなりIij院で「自閉症?」「先天的なもの

言われる。身近な人に「自閉症じゃないか」

学検討委貝会で「典型的自閉症」と精神科医

診断。就学相談の決定で普通級以外に情緒障

級に通う。小学校，中学校と普通級で，先生

っぽっとかれる。言葉の相談に行くが駄日。

読むと「なかなか治らない」と書いてある。

。
と
就
ら
学
ほ
を
業

断
ｊ
・
か
害
に
本
授

周IHlの人の'1に付く。同じ陣桝児を持つI砒馴に

｢特殊学級は無理だ，養護学校の方が｢AIいている」

と言われた。姑に子供が障害を持って生まれたこ

とを私のせいにされた。ことばが出ない。健診で

｢ことばの遅れ」「自閉傾向」と診断。じっとして

いられなくてあちこち走りＩｎｌる。他の子供の髪を

ひっぱる。字や計算等の訓練をしたが駄１１．多勁

で月が離せない。じっとしていられなく学校の中

を動き回る。小学校で他の子供に乱暴。外に出

る。就園・就学まだ無理だと思いパス。就学相談

で特殊学級。どこまで出来るか分からない。

事
例
０
８事
例
０
４

についていけないのが歴然，言葉もそんなに増え

ていかない。女の子に抱きつく。場面での切

えが出来ない。将来，自立することを希望

が，無理だと思う。 霧’
結婚前の子供なので親の心理状態が影響，天罰た

と思う。ことばが出ない。泣かない。何も要求し

ない。健診で「'二111月症」「発達かアンバランス｣と

診断。特殊学級に入っても，字も読めないし（け

ない。幼稚園に行ったら治ると思ったが無駄だっ

た。小学校は特殊学級。通学の付き添い。小学校

に行くのが嫌い。字が書けない。子供のこだわり

顔パスか効かない。同じ障害児を持つお母さんに

｢あの子が飛び出すから家の子Iこ｣と言われる。こ

とばが出ない。振り向かない。ちょろちょろ。テ
レビで障害児の番組をやっているのを見て，そこ

に出てくる子が自分の子供に似ていることで，祖

母が変だと気づいた。児童相談所や病院で「自閉

症？」と言われる。就園相談と就学相談で特殊学

事
例

事
例
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級。健診で「ことばの遅れ」と診断。幼椛圃そし
て普通学級に入れないことで，やっぱり駄目か

た。担任から「自立は無理」と言われる。通学の

付き添い。多動で目が離せない。兄は放りっぱな

し。小学校に入れば遠足・修学旅行に行かせなけ

れやいけない，田舎に引き篭もろうかと思ったが

決心して，その準備として児童ＩⅡ談所のキャンプ

へ参加。担任が子供に厳しい，Ｉｌｌ来なくてよく怒

る。担任が遠足に親が付いてくるように言う。同

じ障害児を持ったお母さんから「もうちよとちゃ

んとやればね～」と非雌される。自分の育て方に

自信がなく，｜可じ障害児を持つ他のおﾉﾘさんの１１

が気になる。

表３日閉症児の母親のストレス分類０
９

①子供の障害を示す情報：子供に障害があることが
明らかにされることによるストレス

（a）幼い頃に子供におかしい点が現われ，母親が

それに気づく場合

（b）テレビ番組がきっかけとなる場合

に）身近な人が気づいて伝えてくれる場合

（｡）保他所の健診で発見される場合

に）就圃・就学時に普通級に通えないことによる

場合

（f）学校で能力と111]題行助が明らかになる場合

（９）治療の挫折;こよる場合

（h）勉強会による場合

（i）本を読む場合

②社会からの圧迫：障害児に対する差別や偏見によ
るストレス

（a）学校教育の中で通常のコースを進めない

(1)）日常場面での回りの人からの差別

（c）多勤と呼ばれる自閉症児の親が同じ障害児を

持つ親から鑑別

。'【】

嘩オＬｌｎ蝿７門のＸ

ヨノ【］

コヴZIbCD-I･I工区：

秀員会でlＥ

③自閉症児の分からなさ：自閉症児に対して療育方

法と発達可能性が分からないことからくるストレ
ス

（a）療育方法力!分からない

（b）自閉症児の発達の分からなさ

列ｌ園で，４０人集団の中では無珂

ＬＰ【_

、｡’と工学LＺ

④自閉症は母親が原因という考え：障害児が産まれ

た原因を母親にあるとする考えからくるストレス

（a）他者から言われる場合

（b）自分から思い込む場合

次(ＤＵ－ｆ

、l霜「

Ｌ夕[｡

⑤自閉症児を持つことの日常生活での負担：日常生
活の介助と問題行動自体が母親に負担になること
からくるストレス

（a）介助の負担

（b）問題行動の負担

ａｌＢ〃】八示埣．ＰｎＵ

Ｄかlpiifになる。｜戸己Ｊに

lZJ

辻17J:い｡もり

⑥家族内の役割が取れないこと:自閉児に手がかか
り，家７１F・他の家族メンバーに手が回らないこと
からくるストレス

（a）主婦の役割

（b）妻の役割

に）母の役割

共力h石 □

煙れ」◎ヲlＡｊｂ６０

。幼稚園の園長に地所施設を艦

ﾎﾟ|灘，權藤蝋勝筒鰯韓窪
｢⑦⑦教育関連機関での１１１]題：自閉症児を持つ母親の要

求と幼稚園・学校等の教育関連機関の要求との間
に生じる葛藤によるストレス

（a）教育関連機関から自閉症児及び母親に対する
要求から生ずる葛藤

(1)）自閉症児を持つ母親から教育関連機関に対す
る璽求から生ずる葛藤

句突発Ｅ ､夕［1

ＤＣ多動てr日か離せない｡

刀

③自閉症児の将来の心配：学齢期を過ぎた後の自閉
症児の進路や面倒を見る人や場所の見通しが立た
ないことからくるストレス



９４ 社会学研ｾﾞｸﾞﾋﾟ科紀要

いることで，母親（７）i例06,08)及び祖母（'１１:例01)）が

気づいたと搬告されている。

（c）身近な人が気づいて伝えてくれる場合：身近な人

から「自閉症じゃあないか」と言われた（zllF例０８）と報

告されている。幼稚園や学校で先生から「やっても無駄

だ（事例１１)」「自立は無理（事例09)」と言われたり，

友人から「子供が初めから持っているものだけしか駄

目，親の力どうこうだけでI土駄'1だ（事例１１)」と障害

情報が伝えられている。

（｡）保健所の健診で発見される場合：全ての事例がこ

れにあてはまる。「ことばの遅れ（事例０１，０４，０９，１０，

１１)」と言われたのが収も多く，他は「目１%|傾向（'１１:例

０２，０４，０８)」「自閉症（事例05)」「遅れ（事例03,06)」

｢発達がアンバランスに|「例０５)」と言われたり，間接的

に「児童相談所を紹介（蛎例07)」されている。

（e）就園・就学時に普通級に通えないことによる場

合：通常の学校に籍をおきながら子供のＩＷｉ'１１}にljMLする

問題が生じてそこをやめる場合（事例０１，０２，１０，１１）

と，就園相談や就学相談の段階で特殊学級等に決まる場

合（?|『例０７以外の全て）がある。前者では「精神薄弱

児施設という石板を見た時，そこでダウン症の子供を見

た時，自分の子は障害兄なんだなと思った（1m例’0)」

｢教育機関の人が言うんだからと，初めて障害なんだと

認識（事例11)」と語られ，幼稚園で問題になり精111薄

弱児施設に移ることは障害児であることの｣L体的な情報

であることを示す。後者の場合，就学検討委員会で「自

閉症（ZljF例08,10)」と言われたり，具体的な就園・就学

措腫で障害兄であることを示され,「幼稚園，普通学級に

入れないことで，やっぱり駄目かなと障害児だというこ

とを確認させられた（事例０９)」と語っている。

（(）学校で能力と問題行動が明らかになる場合：「特

殊学級に入っても，字も読めないし書けない（事例０５)」

｢なかなかWiらｉ(iかない（''1:例06)」「授業についていけ

ないのが歴然，言葉もそんなに墹えていかない（事例

08)」という学校の中で子供の能力がそれ程伸びていか

ないことや「４０人集団の中では無理と赤信号，さらに顔

色悪い，121傷行為，耳をふさぐ行為が出る（事例’0)」

「人に迷惑をかける，突発１Ｗに外に出る，やたらとオシ

ッコをする（事例’1)」「じっとしていられなくてあちこ

ち走り回る，他の子供の髪をひっぱる（事例04)」「多動

がすごい，子供が治らないことを見せつけてくれる（事

例１０)」のようなトラブルによって子供の障害のある側

面が肌らかになるものである｡

（９）治療の挫折による場合：ほとんどの母親が何らか

第３１号１９９１

の方法や旅育機関にすがり，これで自分の子は普通の子

と同じになるんだと信じ，それに挫折することを通し

て，母親は子供が治らない障害を持っていることに直面

している。治療方法では「スキンシップ（事例０２，０６)」

｢字や計算等の知的な訓練（事例０４)」「友達が居たら(事

例１０)」「子供を全部受け入れる（事例１０)」にすがって

挫折している。療育機関では「養護学校で子供の気持ち

を汲む（事例06)」「小学校普通級（事例02)」「幼稚園

(,|『例０５，０６)」「青藥の相談（事例08)」「病院のサーク

ル（事例１１)」に頼って挫折している。

他に（h）勉強会（醐例１０）と（i)本（事例０８）から

治らないことを知るものがあった。

②社会からの圧迫

障害児に対する差別や偏見によるストレスである。社

会からのlllif害児に対する差別は現われ方から３つに分け

られた。

（a）学校教育のリリでjm1iliのコースを進めない８１１斗｣：

例の中では９事例（７１V例07,08以外）がこれにあてはま

る。中でも「保育園の側から障害児だからと辞めるよう

に言われる（事例０１)」は差別の明確なものである。

（b）｜]常場面での回りの人からの差別：「近所の人か

ら'1ｺﾞ('される（引例Ｃｌ)」「知らない人は『な_にこの

子』という１１で見る（事例Ｃｌ)」「人から言われる（事例

10)」と語られている。母親側の反応からは「外に出るの

が恥ずかしい（事例０２)」「周囲の人の目に付く（事例

04)」「人の顔を見るのが嫌（禰例07)」「回りの人たちの

|]が辛い。いたたまれない。圧力を感じる。人と会うの

が嫌になる（事例１１)」「顔ペスが効かない（珈例０９)｣と

語られている。

（c）多助と呼ばれる自閉症児の親が同じ障害児を持つ

親から差別：障害児を持つ他の母親から「特殊学級は無

理だ，養磁学校の方が向いている（事例04)」「あの子が

ｊ|（び出すから家の子に（酬例０９)」「この子でもこんなこ

とするの（事例１１)」と言われたと語るものである。

③自閉症児の分からなさ

このストレスは自閉症児の療育方法の分からなさと目

'１月症児がどこまで伸びるのか分からないことの２つから

成っている。

（a）療育方法が分からない：信じていた療育がうまく

いかない場合があり，これは「③子供の障害を示す情報

の(9)治療の挫折による場合」と同じものである。過去

に対する反省や後悔という形でストレスが語られる場合

がある。１１１１例（事例05）が「子供を放柾してきたこと

で更に悪くした」「学校に行こうとしなかった時,強引に
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叱り付けて教えたから行けるようになったのか，放って

おいても出来るようになったのか分からない。今思うと

間違っていたのかと思ったりする」と語っている｡｢普通

の幼稚園に行ったこと（ＩＩｆ例１０)」に対する後'梅につい

ても語られている。また，これからの中学進学における

療育に対して，普通級にするかどうかで迷っている１１例

(事例07）もある。他の人から療育の仕方を言われる場

合もある。同じ障害児を持ったお母さんから「もうちよ

とちゃんとやればね～」と非難されるZjF例（１W例09）と

iilij親に治療機関等に連れていくように勧められているＷ

例（事例ｏ５）がある。単に「人からいろいろ言われる

(講例１１)」と語るものもある。「自分の育て方に自信が

なく同じ障害児を持つ他のお母さんの１１が気になる（ｌｌｌ

例０９)」と母親の側の反応を語るものもある。

（b）自閉症児の発達のわからなさ：［i閉症児の発達に

対して「どこまで出来るか分からない（'１i例04)」とＷｌ

｛U了する事例がある。

④自閉症は母親が原因という考え

障害児が産まれてきた原因を母親自身にあるとする折

えからくるストレスは，他者から言われる場合と自分か

らそう思い込む場合の２つがみられた。

（a）他者から言われる場合：４事例が「スキソシップ

不足（事例02,06)」「親が原因（事例08)」「子供を全部

受け入れるように（1F例10)」と直接的・illl接的に親が

原因だと専１１１家から言われている。また姑から母親のせ

いだと言われた事例（事例０４）もある。

（b）口分から思い込む場合：「私が産んだんだからこ

うなった（JIi例02)」「結婚前の子供なので親の心理状態

が影響，天嗣（事例05)」と語られている。

⑤自閉症児を持つことの日常生活での負担

これは子供の問題行動や日常生活の介助等それ自体が

母親に大変さや負担として迫るストレスである。

（a）介助の負担：移動の付き添いの負担には「下の子

がお腹にいる状態で子供を検査等に連れて行く（'１「例

01)」「糀神薄弱通所施設に下の子をおんぶ，上の子を抱

っこで通う（事例01)」「通学の付き添い叩例03,05,

09)｣，身辺の世話の負担には「衣服の着脱・排泄の介助

と添い湛（事例03)」が報告されている。

（b）問題行動の負担：多動に関して「多動で目が離せ

ない（事例02,04,06,09,10,11)」「じっとしていられ

なく学校の中を動きＭる（事例02,04,10)」「外に111る

(事例03,04,06,11)」と最も多く報告されている。また

｢何度も警察のお世話になった（事例06)」「私がトイレ

にも入れない（事例06,11)」とI］Ｗｌ症児の多動の大変さ

を示すものもある。［１１１，症児の約４分の１に見られると

いう「てんかん発作」は’事例（事例０３）によって報告

されている。また攻撃的・破壊的な行励が「小学校で他

のＴ供に乱暴（11F例03,04)」「家での乱暴；物を投げつ

ける，人に唾液を吐く（事例03)」「近所に物を投げ込む

(事例０３)」「おもちゃを壊す（事例01)」「暴力行為（事

例１０)」「人に迷惑をかける（事例０６，１１)」と語られて

いる。l]閉症独特の「こだわり（事例05)」や「場面での

切り替えが出来ない（蜘例０８)」も報告されている。中

学以上の自閉症児を持つ17例には「女の子に抱きつくこ

と（11J例０８)」「性器をいじる（事例１０)」といった性的

な１１M題が報告されている。「ペニック（事例１１)」も高校

生の〔１１ⅡＩ症児を抄つⅢ例によって報告されている。その

他}こ「やたらとオシッコ（事例１１)」「夜尿（事例03)」

「部腿に水をまく（11F例01)」「夜，テレビが付いてない

と湛ない（事例()3)」「人の大勢届るところに行くと，声

をあげる（事例()１，０２)」もWi告された。

⑥家族内の役刈が取れないこと

ｒll1I1症児に手がかかりすぎて，主婦・母．姿としての

役ｉ１ｌＩが果たせない11Fからくるストレスである。（a）主婦

の役割：「小学校１年の時，子供のﾈIli肋に付いたため，洗

漉は夜，掃除は週l1i11（事例１０)｣。（b）葵の役割：「主人

は放ったらかし（鞭例１０)｣。（c）母の役割：「下の子のひ

がみ（l1F例01)」「兄は放りっぱなし（事例０９)」「時間に

追いまくられて，上の子に対しておっとり接しられない

(事例１１)｣。

⑦教育関連機関での問題

１ｺＷ]症児を持つ母親の要求と幼稚園．学校等の教育関

連機関の要求とのＩｌｌｊに生じる葛藤によるストレスであ

る。どちらの側の要求が強調されているかで分けてみ

た。

（a）｜卿連機関から}]閉症児及び母親に対する要求から

生ずる蔦藤：「年齢が上がるに連れて，社会から要求さ

れるものが，障害児だからといっても親も子も上がって

くる。そういうのについていくので，眠れないときもあ

るほど蝶る（事例１１)」と明確に語られたものがある。

学校教育への参Dl1の要求に対する不安が語られているも

のに「小学校に入ると遠足・修学旅行に行かなければな

らないということ，その練習の児童相談所のキャンプへ

の参加（事例09)」「幼稚園に行くこと，運動会に参加す

ること（事例07)」があり，就園・就学をパスすること

で間接的に就園と就学に対するストレスを表明している

事例（事例04）もある。障害児がその要求に答えられな

くなったことでストレスを表明しているものがある。参
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加の要求に答えられないものに「幼稚園・小学校に行く

のを嫌がる（事例05,06,07)」がある。教育内容の要求

に答えられないものに「名前がうまく書けない（事例

01)」「字が書けない（事例05)」がある。担任からの子供

に対しての要求がiドルことからのストレスが「子供のこ

だわりをなくそうとしてガンガソやる（事例０５)」「担任

と歯車が合わない，きちんとしろと子供にピンタ（事例

07)」「子供に厳しい。出来なくてよく怒る（事例０９)」と

報告されている。先生から母親に要求さられたものに

｢幼稚図の先生にもう一回年中をやるように言われる(事

例07)」「先生にいろいろ言われる（事例１０)」がある。

（b）［I閉症児を持つ母親から教育関連機関に対する要

求から生ずる葛藤：障害児を持つ母親が先生にこうして

ほしいと思っているのに，先生がそれに答えてくれない

不満という形で現われている。普通級で障害児が放って

おかれる不満を「普通級の先生がかまってくれない，声

かけなしてくれない（』|}例０２)」「小学校，’'１学校と普通

級で，先生にぼつぼつとかれる（事例08)」と縦告して

いる。担任の頼りのなさも「障害児を持ったことのない

先生が担任（事例07)」「遠足に親が付いてくるように言

う郎例09)」と語られている。

③目ＷＩ症児の将来の心配

このストレスは学齢期を過ぎた後，自閉症児の進路を

どうするか，面倒を見る人や場所はどうするかという問

題からくるストレスである｡｢卒業後行くところがなかっ

たらどうしようと思う（事例06)」「将来，自立を希望す

るが，無理だと思う（事例08)」と心配を語るもの，「将

来は姉と下の子で助け合って，この子の面倒を見てくれ

ればと思う（事例０２)」「将来，死ぬまでそばにいてやり

たい，自立は無理（事例05)」「将来この子を人に託す時，

こういう場合はこうでとマニュアル化できれば（事例

11)」のように心配への対処からストレスの存在を語る

ものがあった。
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（1981）そして'二|]塚（1984,1985）という多くの先行研究

によって取り上げられている。

先行研究で同じようなストレスが取り上げられている

ものの，その内容が今回の研究と先行研究とで異なって

いるものが５つ（①②③④⑤）みられた。股も大きな達

しを示したが「①子供の障害を示す情報」である。この

れは'｣､椋，西＆稲浪（1980）によって抽出されたストレ

スであり，中塚（1984,1985）と渋谷（1980）によって

は，子供の障害を受け入れられないという阯親の側の否

定的な気持ちからまとめられたストレスである。しかし

このストレスと先行研究とには内容上の大きな相違が承

られた。先行研究が，子供が障害を持っていることをス

トレッサーとしているのに対して，このストレスは子供

に障害があることを示す様々な情報（幼児期の子供の様

子，テレビ番組，身近な人の情報，保健所の健診,就園・

就学相談，学校での問題，治療の挫折，勉強会，本）を

ストレッサーとしている点である。

このような違いが生じたのには３つの原因が考えられ

る。第一に，今回の研究方針が母親が子供の障害に気づ

き始める頃からのストレスを視野に入れていたこと。第

二に本研究の対象が自閉症であったこと。これほど多く

の悩搬源をストレッサーとして含むのは，母親にとって

「自閉症｣と健診や就学相談で言われたり病院で診断され

ただけでは自閉症がどのようなものか分からなかったの

であろうし，障害を認められなかったのであろう。そし

て根底には自分の子供が障害を持っていることを認める

のに対する母親の強い抵抗が存在し，この抵抗を自閉症

研究の混乱が助長させてきたことが考えられる。このこ

とは逆に障害像を知り.認めるには，学校でIMI題が起き

たり，治ると思って試承た方法がうまくいかなかったと

いうような様々な経験から得られる情報が必要であるこ

とを示唆している。輝親にとって障害全体は診断という

医学的な情報だけでなく，集団での困難や教育上の困難

という障害の様々な側面の情報によって徐々に明らかに

されていくものなのであろう。

「②社会からの圧迫」は小椋，西＆稲浪（1980)，橋本

（1980)，中塚（1981,1985）そして渋谷（1980）によって

取り上げられているストレスである。このストレスに特

有なのは，多動と呼ばれている子供の親が，同じ障害児

を持つ親から差別されることを含む点である。このこと

から障害の中でも自閉症の多動というグループが特に大

変な状態像を持っていることが理解できる。

「③自閉症児の分からなさ｣は療育方法と発達可能性の

分からなさから櫛成され！前者は新見＆植村（1984）

考察

先行研究で取り上げられていたストレスとほぼ同じよ

うなストレスが見られた。特に⑥⑦⑧は先行研究とほと

んど｢りじ内容のストレスであった。「⑥家族内の役割が

取れないこと」は小椋，西＆稲浪（1980）と橋本（1980）

によって抽出された因子と同じであり，「⑦教育関連期

間での問題」は母親の抱える障害児が学齢期に集中して

いる新見＆植村（1984）と中塚（1984,1985）に取り上

げられたストレスである。「③自閉症児の将来の心配｣は

小椋，西＆稲浪（1980)，渋谷（1980)，新見＆械村
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また摘療の挫折が①と③のストレスのストレッサーlこな

っている。このことは心理的ストレスの特徴である，ス

トレッサーは個人の認知的評価というフィルターを通し

てストレスになるという考え方と一致する。子供の障害

をまだ認めていない人にとって，子供の問題行動や信じ

ていた治療方法の失敗は，それ自体の負担や今後子供に

どのようなif)縦をしていったら良いのか分からないとい

ったストレス以外に，子供の障害に関するストレスフル

な情報としても認知評価されるのである。

以上から，学齢期の自閉症児を抱える雌親のストレス

を規定している背景要因として「生産性の価値観｣，「社

会資源の不整備｣，「自閉症研究の混乱」と「自閉症の持

つ独特の状態像」の４要因が考えられる。

「生産性の価値観」は先行研究（鍼，1963;柚木，1969）

によって見いだされてきた障害児の親の苦悩の背景要因

であるが，Ｌ１ＷＩｌｉ:児の母親にもこのIlIlill(〔iMは』[要な背景

要因であると考えられる。現代社会の生産性を尊ぶ価値

観においては，障害児は「生産性に換算し得る能力を所

有し得ないと見なされる人々（山下，1977)」として，社

会から見捨てられる対象となってしまい（②)，この価

値観を内面化している母親は障害児に価値を見いだせ

ず，子供が障沸児であることを示す多様な情報にストレ

スを感じるのである（①)。「自閉症研究の混乱の歴史」

は自川症の療育方法や概念を混乱させ（③)，原因を母親

に＃|'し付けてきた（④)。「l］閉症児の持つ独特の状態

像」は母親に日常生活での様々な負111をもたらし（⑤)，

この為に家庭lﾉLIでの主婦・妻・母の役ｌＩｌｌが取れなくして

しまう（⑥)。「社会資源の不整備」から母親は学齢期終

了後の、閉症者の行き場の心配をしなくてはならなし、

(⑧)。

背li(璽因の''１でも「生産性の価値観」と「社会資源の

不|柳Ili」は陣ﾗｲ児を持つ母親一般に彫慨する要因である

が，「[11羽症研究の混乱」と「自閉症の持つ独特の状態

像」は、閉症児の母親に特有な要因である。この２要因

は，他の障齊児を持つ母親より自閉症を持つ母親のスト

レスは高いという多くの研究結果（Holrovdcノα/,，

1976；小椋，四＆稲浪，1980；植村＆新見，1985）を

税Ⅲjするものであろう。

本研究で学齢期までの自閉症児を持つ母親のストレス

がほぼ明らかにされたと考えられるが，その分類は研究

者の主観的な分剛である。他の研究者と共有なものとす

るには，今後，今回の結果を基に質'111紙を作成し質間紙

調査を行なっていく必要があるだろう。また。これらの

ストレスに有効な対処と社会的援助の研究を進めていく

と中塚（1984,1985)，後者は渋谷（1980）と''１塚（1984,

1985）に取り上げられている。このストレ入が先行研究

と違う点は療育方法ではなく治療方法，つまり自閉症l/Ｕ

を健常児にする方法に関するものを含む点であり，さら

にその治療方法を専門家に指示されている点である。こ

れは自閉症研究の混乱の影響であろう。

「④|〕lVl症児は母測が原因という考え｣とli1様'崖ストレ

スは，渋谷（1980）によって罪の意識として取り上げら

れている。本研究のストレスはけ親が原因であると廓'''１

家から言い渡されているものを含む点が先行M}兜と相違

する。これも自閉症研究の混乱が影響しているだろう。

「⑤自閉症児を持つことの日常生活での負担｣が示すの

と同様なストレスは小椋，西＆稲浪（1980)，橋本

(1980)，新見＆I1il付（1984）と中塚（1984,1985）に取

り上げられているが，本研究のストレスは自閉症独特な

問題行動である多励，それに関連した破壊的な行動，て

んかん発作，こだわり，場面の切り替えの'11未なさ，性

的な問題，パニックが含まれる点が特徴的である。この

ような独特な状態像が，他の障害児を持つ(ﾘ親に比べて

自閉症児を持つ母親の負担が最も重いという報告（小

椋，西＆稲浪，1980）と関連しているのだろう。

先行研究で取り上げられているが，本研究では取り上

げられなかったストレスが２つある。一つは経済的問題

(小椋，西＆稲浪，1980；橋本）であり，もう一つは社

会資源の不雌備（新)』＆植村，1984；渋谷，1980）であ

る。

前者は障害児に教育費や療育費がかかる経済的負担に

よるストレスであるが，本研究の母親面接でこれに該当

するストレスが語られなかったのは，調査対象者の丁供

の障害が身体障害のない自閉症であることによると考え

られる。先行研究（小椋，西＆稲浪，1980）でも，肢体

不自由児を持つﾉﾘ親はｆ１閉症児のlﾘ親に比べて経済111]題

が多いという結果が報告されており，先行研究でこのス

トレスを取り上げたのは対象に肢体不自由兄を多く含む

２研究（新見＆植村，1984；渋谷，1980）である。

後者は将来の行き場に関する社会資源を中心としたス

トレスである。本研究では自閉症児が全て学齢期にある

ので，社会資源に対する不満がまだ具体的なものとなっ

ていないために，社会資源の不整備のストレスとして取

り上げるに至らなかったのだと考えられる。rIIM1症児が

学齢期を終える頃には，母親にとって深刻なストレスと

なるであろう。

同じストレッサーなのに２つのストレスにまたがって

いるものがあった。例えば，子供の問題行動が①と⑤に
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ために，今|可得られた１m接記録をさらに分析していく必

要があるだろう。特に背景要因としてストレスを規定し

ていると考察された「生産性の価値観」を，ｌＩｊ親がどの

ように自分の中で変容してし〈かという，いわゆる受容

プロセスを分析していくことは重要なことである、
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